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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公表番号】特表2012-529063(P2012-529063A)
【公表日】平成24年11月15日(2012.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-048
【出願番号】特願2012-513336(P2012-513336)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  27/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｇ０２Ｂ  27/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月28日(2013.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
投射システムであって、
画像またはビデオ信号を受信するためのインターフェースと、
複数のレーザダイオードを含む光源であって、前記複数のレーザダイオードは第１のレー
ザダイオードを含み、前記第１のレーザダイオードは、非極性または半極性であり、かつ
、窒化ガリウム材料から作製される、光源と、
前記光源に電気的に接続された電源とを含む投射システム。
【請求項２】
前記第１のレーザダイオードは、非極性配向によって特徴付けられる青色レーザダイオー
ドであることを特徴とする請求項１に記載のシステム。 
【請求項３】
前記第１のレーザダイオードは、半極性配向によって特徴付けられる青色レーザダイオー
ドであることを特徴とする請求項１に記載のシステム。 
【請求項４】
前記第１のレーザダイオードは、非極性配向によって特徴付けられる緑色レーザダイオー
ドであることを特徴とする請求項１に記載のシステム。 
【請求項５】
前記第１のレーザダイオードは、半極性配向によって特徴付けられる緑色レーザダイオー
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ドであることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
前記複数のレーザダイオードは、第１のレーザダイオード、第２のレーザダイオードおよ
び第３のレーザダイオードを含むことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
前記第１のレーザダイオードは、４９０ｎｍ～５４０ｎｍの波長範囲で操作可能な緑色レ
ーザダイオードで、半極性の｛２０－２１｝面配向を特徴とする請求項６に記載のシステ
ム。
【請求項８】
前記緑色レーザダイオードは、投射方向が実質的にｃ方向であるキャビティ配向を特徴と
するストライプ領域を有する請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
前記第２のレーザダイオードは、４９０ｎｍ～５４０ｎｍの波長範囲で操作可能な緑色レ
ーザダイオードで、極性ｃ面配向を特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１０】
前記第２のレーザダイオードは、４３０ｎｍ～４８０ｎｍの波長範囲で操作可能な青色レ
ーザダイオードで、極性ｃ面配向を特徴とする請求項６に記載のシステム。
【請求項１１】
光エンジンであって、
駆動信号を受信するための通信インターフェースと、
複数のレーザダイオードを含む光源であって、前記複数のレーザダイオードは第１のレー
ザダイオードを含み、前記第１のレーザダイオードは、非極性または半極性であり、かつ
、窒化ガリウム材料から作製される、光源と、
前記光源に電気的に接続された電源とを含む光エンジン。 
【請求項１２】
前記複数のレーザダイオードを選択的に切り換える制御モジュールをさらに含むことを特
徴とする請求項１１に記載の光エンジン。 
【請求項１３】
前記複数のレーザダイオードのうち少なくとも２つからの出力を組み合わせるための光学
部材をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の光エンジン。 
【請求項１４】
一以上の液晶オンシリコンパネルを含むことを特徴とする請求項１１に記載の光エンジン
。
【請求項１５】
前記複数のレーザダイオードは、第１のレーザダイオード、第２のレーザダイオードおよ
び第３のレーザダイオードを含むことを特徴とする請求項１１に記載の光エンジン。
【請求項１６】
前記第１のレーザダイオードは、４９０ｎｍ～５４０ｎｍの波長範囲で操作可能な緑色レ
ーザダイオードで、半極性の｛２０－２１｝面配向を特徴とする請求項１５に記載の光エ
ンジン。 
【請求項１７】
前記緑色レーザダイオードは、投射方向が実質的にｃ方向であるキャビティ配向を特徴と
するストライプ領域を有する請求項１６に記載の光エンジン。
【請求項１８】
前記第２のレーザダイオードは、４９０ｎｍ～５４０ｎｍの波長範囲で操作可能な緑色レ
ーザダイオードで、極性ｃ面配向を特徴とする請求項１５に記載の光エンジン。
【請求項１９】
前記第２のレーザダイオードは、４３０ｎｍ～４８０ｎｍの波長範囲で操作可能な青色レ
ーザダイオードで、極性ｃ面配向を特徴とする請求項１５に記載の光エンジン。 
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